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オマｰンのソハｰノレ鋼山切手

石油の生産で知られたオマｰンはアラビア半島の

先端の回教君主国であるが,銅鉱山の開発が盛んと

たった･これは同国が石油依存の経済体質からの脱

皮をめざしているものである.オマｰンが銅の生産

に力を入れ始めたのは,この数年間の石油収入の落

ち込みと,同国の石油可採年数が約20年と,他の

湾岸諸国に比べて舞いことによる･新しい油田の発

見も望めない今は,非石油産業の育成が同国にとっ

て急務である.

ゾハｰル鉱山は首都マスカットの北方約250km

のところにある.鉱床は1977年に発見され,現在

の推定鉱量は約1,200万tで採掘コストが比較的安

いことが強味である.鉱床は緑色岩中に胚胎する層
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状鉱床である.

オマｰン政府は1983年に2億ドルを投資し,採

掘から精錬に到るまでの一貫工場を完成させた.

1984年早六までに3000tの銅地金をイギリスとオ

ランダに輸出している.この様に単に鉱石を輸出す

るのでなく,地金から随伴する金･銀まで逃さない

所に,脱石油を目指す国の特徴がみられる.当局は

1984年の生産目標は1万5千t,銅輸出の収入は

2700万ドルを見込み,生産規模を最終的に年間2

万tにしようとしている.

更に銅山開発を積極的に行う方針を決め,ゾハｰ

ルを中心として半径30kmの地域に探査網を拡げ

ようとしている.障害としては労働力が極端に不足

していることで,従業員約900人のうちオマｰン人

は335人で残りは外国人にたよっていること,適当

な輸出港がないことである.政府は更に銅を素材と

するパイプやケｰブルを作る企業の育成に努め,付

加価値を高めようとしている.

切手は1983年11月にナショナルデｰの2枚の中

として発行された.採掘所の様子が面かれ,左に坑

内に入るトラック,右に精錬所がつけ加えられてい

る.(オマｰンの情況は1980年代後半である)
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